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博士課程前期課程　2014年3月修了
カシオヒューマンシステムズ株式会社
企画戦略部

博士課程後期課程　2018年3月修了
立命館大学総合科学技術研究機構　専門研究員

博士課程前期課程　2018年3月修了
大塚製薬株式会社
ニュートラシューティカルズ事業部

博士課程後期課程　2019年3月修了
日本スポーツ振興センター
国立スポーツ科学センター　研究員

大学院が、人生を変えた

私は、学部から立命館大学スポーツ健康科学部でお世話になりましたが、
進学先として「スポ健」を選んで本当に良かったと思っています。最大の魅
力は「アットホーム」な研究科全体の雰囲気です。研究室の垣根を越えて先
生方がご助言くださり、「研究を積極的にやってみよう！」「もっと頑張ろう！」
という意欲をかき立ててくれます。特に、後期課程の3年間は研究に没頭す
ることができ、博士論文では8つの研究課題を設け、学部時代からの7年間
の集大成をまとめることができました。在学中は「アスリートにおける運動と食欲」
をテーマに研究を行ってきました。現在は、日本のトップアスリートの競技力
向上に関わることができる環境で、選手のフィットネスチェックの実施と自身のテー
マに関わる研究活動を行っています。将来はアスリートの競技力向上に科学
的な視点から貢献できる研究者になることが目標です。

スポーツ健康科学研究科に進み、論理的かつ科学的に思考する力と研究の成
果を伝えるプレゼンテーション能力を身につけることができました。勤務先では、
科学的根拠を持って人 の々健康を支える製品を店舗に提案したり、行政や企
業に対して熱中症や生活習慣病などの健康課題の解決を目指した事業を展開
しています。仕事の多くの場面で、大学院で身につけた能力や健康に関する
科学的知見が大変役立っていると実感します。本研究科では、先生方や先輩、
仲間の存在も大きく、自分の専門分野以外の先生方からも指導やアドバイスを
いただけるのが大きな強みです。在学中、10人の被験者を約1ヵ月間、土日祝
日関係なく管理しなくてはならない介入実験を行いましたが、これも先生方や
研究室の仲間の協力があったからこそ成功したのだと思っています。社会人となっ
た今、本研究科で学べたことは、私にとって非常に大きな財産となっています。

私は他大学から、スポーツ健康科学研究科に進学しました。私の志望する
研究分野において、国際的な研究実績が多数ある研究室があること、また
施設の充実ぶりを実際に見学して進学を決めました。在学中は、世界最先
端の研究を行っている先生方と最新鋭の設備が整っている環境で研究を行い、
その研究成果を発表する機会も国内外で多く得ることができました。研究は「局
所的な脂肪蓄積と動脈硬化度の関係と運動効果」をテーマにしています。
現在は立命館大学総合科学技術研究機構で研究を続ける他、教育者として
学部授業や大学院生への研究指導を行っています。本研究科では一つの結
果に対して、多面的に考察する能力が養われました。自身の研究結果を的
確に解釈し、わかりやすくプレゼンテーションをする経験は、現在も授業や地
域への運動指導の際に生かされていると感じています。

ʮεϙʔπ݈߁ՊֶڀݚՊで学んだ日々 が、いまのわたしの礎になっている」。

考え方、モノの見方、探し方、まとめ方、伝え方…。

社会人に必要なすべてを身につけ、第一線で活躍中の修了生に語ってもらいました。

スポーツ健康科学研究科では「スポーツとまちづくり」に関連した研究を行い
ました。現在はITシステムの新規商品企画ならびにマーケティングに携わって
います。一見関連がないように見えますが、本研究科で身につけた「答えの
ない世界で仮説を立て、立証し、それを主張する力」、そしてそれを下支え
する「諦めずに考え抜く力」が、現在の企画・社内外とのコミュニケーション
など、すべてにおいてベースとなっています。特に直近は新規事業に携わっ
ているため、企画やマーケティング要素も多く業務も幅広いですが、大学院
で身につけた力は、ビジネスにおいても応用がきくものだと日々 実感しています。
将来的にはここで積んだ経験をもとに、スポーツで地域に貢献できればいい
なと考えています。

スポーツ健康科学研究科मྃੜ　म士࿦จ・博士࿦จςーϚʢҰ෦ʣ　

●  日本人長距離選手における下腿 
および足部の形態的特徴とランニングパフォーマンス

●  レジスタンス運動による筋内の性ステロイドホルモン分泌が 
2型糖尿病の筋量低下・高血糖改善効果に関連する機序の解明

●  高校生女子陸上競技選手への栄養支援による疲労骨折のリスク低下
および予防に関する検討

●  スポーツにおける傷害発生の予防に関する心理学的介入法の検討 
−Andersen & Williams のストレス-スポーツ傷害モデルの検証と応用−

■  体育における社会的スキルの指導モデルに関する研究：転移に着目して

■  運動・栄養処方による認知機能への効用とその作用機序解明に向けたアプローチ

■  レジスタンス運動・トレーニングに伴う糖代謝亢進メカニズムの探索

■  低酸素環境下におけるスプリントトレーニングの効果

国立スポーツ科学センター（JISS）
大塚製薬（株）
クラシエ製薬（株）
ミナト医科学（株）
（株）ルネサンス
オムロンオートモーティブエレクトロニクス（株）

ミズノテクニクス（株）
（株）ニューバランスジャパン
（株）バンダイ
日本アイ・ビー・エム（株）
東海旅客鉄道（株）
アサヒビール（株）

キユーピー（株）
KDDI（株）
ジョンソン・エンド・ジョンソン（株）
アクセンチュア（株）
（株）インテリジェンス
（株）リクルートホールディングス

（株）西日本シティ銀行
地方公務員（上級職）
教員
（学）立命館
関西テレビ放送（株）
（株）日刊スポーツ新聞西日本
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スポーツ健康科学ઐ߈

博士課程後期課程ɿ1ઐ߈
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スポーツ健康科学分野において先端の研究成
果をあげ、その成果を実践に結びつけるととも
に、研究プロジェクトなどにおいてリーダーシッ
プを発揮することができる研究者の養成を目
的とします。 

博士課程前期課程ɿ1ઐ2ྖ・߈Ҭ

MASTER

スポーツਓจࣾձ
科学ྖҬ

਎ମӡಈ
科学ྖҬ

スポーツ健康科学ઐ߈

スポーツパフォーマンスや健康
の維持・増進を科学的根拠に
基づき解明する教育・
研究を行う。

スポーツ健康科学分野の教育・
マネジメント力量を向上する

教育・研究を行う。

ਓࡐҭ੒໨ඪ

スポーツ健康科学分野の専門的かつ高度な実
践力と研究力をもつとともに、研究成果を社会
に発信できる専門職業人ならびに研究者の養
成を目的とします。
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スポーツ健康科学研究科　研究科長
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΍	スポーツؓؿػーٝوス庠㹀室：スポーツ動作をはじめ、あらゆる動作の計測・解析が
行える多目的スペース。複数のハイスピードカメラも設置。

Ύ	⡚ꃐ稆ٖزーؚٝص室・⡚ꃐ稆㹋験室：低酸素環境でのトレーニングが身体に与える影
響を解析できる。

Ώ	ٖزーؚٝص䭷㼪㹋统室：各種のトレーニングマシン機器を完備。トレーニング指導技
術の習得を目指す。

ΐ	司균锃椚㹋统室：システムキッチンや調理器具を整備。「食育」実践を行う場としても
活用できる。

Α	スポーツ健康䭷㼪㹋験室：体型を3次元で瞬時に解析できる「3次元人体計測システム」
や超音波画像診断装置、筋力および持久力の測定など、多様な機器を設置。

Β	넝堣腉歗⫷乆䕦室：「3T MRシステム」、骨密度測定装置を設置。
Γ	ꤍ欰研究室�：本研究科所属大学院生用の共同研究室。キャレルデスクを1人1台配置。

Ύ ΐ

Α Β

Ώ
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਎ମӡಈ科学ྖҬ
スポーツτϨーχϯάಛ࿦	 ӡಈ生ཧɾ生Խ学ಛ࿦	
健康૿進科学ಛ࿦	 όΠΦϝΧχΫスಛ࿦	
スポーツ޻学ಛ࿦	 ӡಈॲํಛ࿦

スポーツ	
人จ社会科学ྖҬ
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ΩϟϦΞܗ੒科໨
スポーツ健康科学ΩϟϦΞϓϩδΣΫτ	
Πϯλーϯγοϓ	 外国留学科໨
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い。研究にあたって施設や設備はどうでしょ
うか。

アスリートのパフォーマンス向上に
繋がるトレーニング科学の研究を進めていま
す。キーワードは「低酸素環境と持久性アス
リート」です。学部生から大学院生になって
実際に研究を進めていくと、立命館の設備の
充実ぶりが実感できます。測定技術ひとつに
しても、測定できる項目や種類が多いので研
究のクオリティがとても向上するのが魅力です。

国際的ネットワークという観点で本
研究科はいかがですか。

様々な事情で日本ではなかなか実現
できない研究を海外の先生方から教えていた
だけることがあります。私が所属する研究室
でも国際交流はここ数年でかなり進んでいます。

海外から多くの研究者が来て大学院
生や教員と交わることも国際化ですし、大学
院生が国際学会で発表したり共同研究で海外
に行くことも国際化です。本研究科がハブと
なって海外からの研究者がセミナーや共同研
究で頻繁に訪れることは、大学院生にとって
も我々にとっても大いに刺激になっています。

大橋さんは実践的な研究を深めよう
とスポ健に来ました。研究はどう発展してい
ますか？

はじめは子どもたちの運動神経を良
くするコオーディネーショントレーニングを
学んでいましたが、いまはコオーディネーショ
ントレーニングとフィジカルリテラシーの関
係を追究していこうと思っています。運動能

力を上げて終わるのではなく、そこから子ど
もたちが自信や知識を身につけて、生涯を通
して運動を続けていく。大学院に入ったおか
げで、自分が取り組みたいことはフィジカル
リテラシーが軸になるという気づきをもらえ
ました。

軸が見つかるというのはすごく大き
いと思います。社会人になって、大学院での
学びを仕事に活かそうという意欲のもとで見
つかった軸は、スポ健が特に目指している「理
論と実践」に繋がっていると思います。

私はバイオメカニクスを専攻してお
り、「筋シナジー」をキーワードに研究をし
て行こうと考えています。簡単に説明すると、
人間の筋肉はひとかたまりのグループとして
連動して動いているという考えです。まだ新
しい分野で本学にもそれを研究している先生
はいらっしゃらないテーマです。

先生方が研究していないテーマに
チャレンジする不安はありませんか？

先生方のバックアップがあるので安
心しています。人的ネットワークも豊富で、
筋シナジーを研究している先生を紹介してい
ただくこともあります。

チャレンジできる環境はとても大事
だと思っています。自由な発想で研究にトラ
イすることを実体験されているのは、我々に
とっても嬉しいことです。

そのテーマはやり遂げるほうがいい
ですね。研究で大事なことは全力でやるこ
と。そこはスポーツに近いものがあります。

ʮεϙ݈ʯͳΒͰ͸ͷ�
ັྗతͳֶͼ͕͋Δɻ

酒井さんは学部からストレートで大
学院に上がって来ました。学部と大学院の授
業はどう違いますか？

アウトプットが大きく違うと思いま
す。学部は先生の授業を聞いて、テストで評
価されます。大学院の場合は学んだことをプ
レゼンする、自分の知識を相手に伝えること
が重要です。

スポ健は「理論と実践」を大きく掲
げています。授業では、理論ももちろん突き
詰めていくのですが実践を重要視したものが
多いです。アウトプットの話が出ましたが、
スポーツの現場での経験から言うと、理論を
アウトプットしていくことはかなり重要になっ
てくると思っています。

私は社会人ですので、仕事につなが
るという部分が大きいです。授業の内容が、
自分が受け持っている教室のプログラムにマッ
チしているとか、大人向けの授業でも子ども
向けに応用が出来たり、多視点で学べています。

ʮεϙ݈ʯͷDNA -ັྗͱڧΈ-
2020年度で開設から10周年を迎える、立命館大学大学院スポーツ健康科学研究科。

10年間で培われた『スポ健』の“魅力”と“強み”について、

大学院生と教員が、さまざまな角度から語ります。

ͳͥɺεϙʔπ݈߁ՊֶڀݚՊʹ�
ਐֶͨ͠ͷ͔ʁ�
಺༰͸ʁڀݚ

それではまず、大学院に進学した動
機から聞いていきましょうか。

大学ではスポーツ科学、中でもト

レーニング科学に重点を置いて学びました。
どんなトレーニングを実践すればアスリート
が効率的に身体能力を高めることができるの
か。そこをもっと深く、専門的に研究したい
と考えたのが大学院に進んだ理由です。最新
の施設・設備が充実している、立命館大学の
スポーツ健康科学研究科を選びました。

私は立命館大学のスポーツ健康科学

部を卒業して、現在はフィットネスクラブで
働いています。社会人として会社に籍を置き
ながら大学院に入学しました。もともと子ど
もへの運動指導に興味があり、体の使い方に
加えてスポーツを楽しむということ、つまり
科学的、人文的双方から専門的に学びたいと
思いました。学部時代から親身になって話を
聞いていただける先生が多いことも知ってい
ましたし、勤務先がBKCスポーツ健康コモ
ンズ※2で、かつ管理や運動プログラムに携わ
るようになったこともあり、この研究科に決
めました。

大学院に進学した動機は、ひとこと
で言うと「自分磨き」のためです。学部生の
頃からスポーツメーカーの研究職に就くこと
を希望していましたが、就職活動の際に出
会った大学院卒の方々との力の差を感じたこ
とが理由で進学を決めました。

それぞれの研究内容を教えてくださ

֯�େ஍
スポーツ健康科学研究科
⽆㡦課程䖓期課程（%）⥜✪

（2020 䎃 3 剢学⡘《䖤）
日劤学遭䮶莆⠓暴ⴽ研究員※ 1

（2018 〜 201� 䎃䏝）
䨽㾩䖓谏研究㹓

ҏࡔ�஧෉ڭ�त
立命館大学ⶰ学ꞿ

ञҪ�େً
スポーツ健康科学研究科
⽆㡦課程⵸期課程（M）
2 㔐欰

（馄ⶼ人勞肪䧭فログٓム※ 5

痥 1 期欰）
䨽㾩ꞿ野研究㹓

तڭ	૱�ా౻
立命館大学スポーツ健康科学部խ
ⶰ学部ꞿ

େڮ�஌Ղ
スポーツ健康科学研究科
⽆㡦課程⵸期課程（M）
2 㔐欰

（爡⠓人入学）
䨽㾩大⿼研究㹓

तڭ	Ӝ�Ұอࢁ
立命館大学スポーツ健康科学部

特別企画座談会
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※座談会は2019年6月に行われました。
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ながるという論文もあり、スポーツを楽しむ
感覚のもと、いろんな競技をやる子どもたち
を増やし、生涯長く運動をする環境を作って
いきたいです。

自分の研究をどうキャリアアップに
つなげていくか、就職につなげていくかを
ディスカッションする授業が前期課程（M）
の「スポーツ健康科学キャリアプロジェクト」。
研究を社会実装にまでつなげる取り組みや、
キャリアオフィスと連携した就活に役立つセ
ミナーを実施しています。企業で活躍できる
研究者を輩出することも、本研究科の目指す
キャリアです。

�ΛશྗͰαϙʔτ͢Δڀݚ
੍౓͕੔͏ɻ

本学の研究助成制度はよく活用しま
す。前期課程（M）のときは国際学会によく
参加していたのでとにかくお金がかかります。
スポ健独自の学会補助もあり、助かりました。

本学では後期課程（D）は年に2回ま
で国内外ともに学会奨学金がありますし、前
期課程（M）も同様の奨学金がありますね。

学会に行ったあと、海外の研究先で
共同研究を行う場合、2週間、1ヶ月単位で滞
在することもあります。そのような研究活動
に対し、研究費や奨学金もあり、ここまで手
厚いのは珍しいと思います。

スポ健の大学院生には、ひとり1台の
キャレルデスクが用意され、前期課程（M）は
研究室を超えて大きなひとつの部屋が院生室と
なっています。実際に使ってみてどうですか？

いい環境だと思います。スポ健の強
みといっていいのではないでしょうか。スポ

健はタテのつながり、横のつながりが強いで
すが、その環境を生み出しているひとつかな
と思います。

違う領域の人たちとも話をする機会
ができます。院生室がなければ自分の研究室
の人としか交流がなかったかもしれません。

先ほど日本学術振興会の話が出まし
た。角くんは「学振」の特別研究員ですね。

スポ健は「学振」の採用率が歴代非
常に高いので、結果を待っている時はプレッ
シャーでした（笑）。発表日は教員も院生も
そわそわしています。

酒井くんは「学振」にチャレンジし
ますか？

もちろんします。ドクターに進む人
は確実にチャレンジすると思います。

目標は高く持ってほしいです。この
研究科は世界のトップを目指していると宣言
しています。世界の研究者と肩を並べる研究
をして評価されることが大事。院生がそこを
基準にしているというのは、とても頼もしい
ことです。

前期課程（M）での「合同ゼミ」※3は、
複数の指導教員のもとで学ぶ、立命館大学の
中でも珍しい科目です。実際に「合同ゼミ」
を体験してみてどうですか？

自分の調べてきたことを発表するの
は他の授業も同じですが、違う分野の先生方
からの質問があるので、発表より質疑応答の
時間が緊張します。的確な質問をされたとき
に答えられないと、自分がまだまだ理解に行
き着いていないと気づきます。
私はとても刺激的な授業だと思います。専門
が違うと質問の角度も変わり、鋭い意見をい
ただく雰囲気はまるで学会のような感じで、
発表の練習になります。

学会発表の経験も豊富な角くんは、
「合同ゼミ」の意義をどう捉えていますか？

自分の研究を社会に発信していくこ
とは大学院では特に重要になってきます。他
の分野の人にいかに分かりやすく端的に伝え
るか、そこを意識することが重要です。自分
の指導教員とは違う視点がもらえる「合同ゼ
ミ」の発表は、ある意味学会発表より手強い
です。

大学院生はまだ若くて発想も豊かで
す。鋭い指摘を受けつつ自分の思考が刺激さ
れて、より広がればいいなという視点で、教

員は質問をしています。

「合同ゼミ」で一番大事なのは単純
に発表するだけじゃなく、その情報を自分な
りに咀

そ

嚼
しゃく

して新しい価値や研究に繋げていく
ことが大切です。プレッシャーを感じながら
発表していると思いますが、知識を融合して
いく力を養うのもスポ健の学びの特長ではな
いかなと思います。

ΧϦΩϡϥϜΛ௒͑ͯ�
�ΊΔੵ͕ݧܦॏͳو
ɻڀݚಉڞͱͷۀا

各研究室とも企業との共同研究に熱
心です。角くん、実際に経験してどんなイメー
ジを持っていますか？

私が所属する研究室では受託研究が
多いです。企業から課題をいただき、ここの
施設で実際に実験する形です。コンディショ
ニング系のサプリメントの開発やウェアが運
動に及ぼす影響の実験依頼もあります。企業
の方と触れ合うことで、社会人しての経験の
場も与えていただいています。

共同研究しながらインターンシップ
をさせてもらっているイメージですね。

商品がどういう目的で作られてい
るか、とか、開発していくステップに関わっ
ていけるのは今後のキャリアにとって強みに
なります。もちろん苦労もあって、企業です
から利益の確保という部分と研究成果との葛
藤もあります。企業で働くとそれを経験して
いくわけで、研究科にいながら先んじて経験
できるのは良いことだと思います。

私はCOI※4を通じて草津市との関わ
りもあります。自分が取り組んでいるテーマ

が多くのフィールドで実践できるのはありが
たいと思います。会社で、大学で、地域で、
いろんな成果を出していける可能性が広がり
ます。

企業の立場や行政の立場など、それ
ぞれの立場を理解できるのは共同研究の意義
だと思います。

研究科のカリキュラムを発展させる
ものとしてかなり役立っていると思います。
企業で働く人たちの目線を知った上で、自分
の研究が社会にどう活かせるのか、を考える
チャンスをもらえます。

�੒ՌΛࣾձͱͭͳ͛Δڀݚ
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酒井くんは「超創人財育成プログラ
ム※5」の第1期生です。未来を思い描く中で
自分のキャリア像をどう設定していますか。

スポーツメーカーの研究員として就
職したいと考えています。超創人財育成プロ
グラムでは、企業の方と連携して研究ができ
ますし、メンターとして指導いただきます。
従来は、ドクターに進学した人はアカデミア
へ、という流れでしたが、企業で活躍できる
人材を育成する、まさに私のためのプログラ
ムです。研究だけでなく商品を生み出すとこ
ろまで経験したいと思っています。

㣐堀 私の将来像は会社にコオーディネー
ショントレーニングの教室を設け、子ども向
けの企画を事業化することです。コーチ陣に
は、いま私が研究しているフィジカルリテラ
シーの話も伝えたいです。日本では早い段階
でひとつスポーツを選び、それを極めるのが
いいとされる文化があります。早期化が燃え
尽き症候群や慢性の怪我、スポーツ離れにつ

「日本学術振興会特別研究員※1」とは、国の優れた
若手研究者に対して、自由な発想のもとに主体的
に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を
与え、研究者の養成・確保を図る制度。本研究科
院生は【2018年度43.0%】、【2017年度55.5%】、

【2016年 度40.0%】 と、 他 大 学 大 学 院 同 分 野 と 
比較しても極めて高い採用率を
堅持しています！

೔ຊֶज़ৼڵձಛผڀݚһ࠾༻཰

˻ຊ研究科院ੜͷग़਎大学˼
筑波大学･同志社大学･同志社女子大学･神戸大学･ 
青山学院大学･関西大学･京都産業大学･近畿大学･ 
龍谷大学 ･ 福岡大学 ･ 東海大学 ･ 愛知学院大学 ･ 
東洋大学 ･ 國學院大學 ･ 佛教大学 ･ 京都教育大学 ･ 
徳島大学･香川大学･大阪市立大学･兵庫県立大学･ 
奈良女子大学 ･ 京都女子大学 ･ 武庫川女子大学 ･ 
椙山女学園大学 ･ 昭和女子大学 ･ 日本体育大学 ･ 
中京大学 ･ 天理大学 ･ びわこ成蹊
スポーツ大学など。

େֶӃੜͷ൒਺͕ۙ͘ ଞେֶ͔Βͷਐֶऀ

˻ຊ研究科院ੜͷۈ຿ઌ˼
京都大学付属病院 ･ 武田病院グループ医仁会武田
総合病院 ･ こたけ整形外科クリニック ･（医）金沢
整形外科クリニック ･ 吉田整形外科病院 ･（財）京
都府体育協会 ･ 藍野大学 ･ 滋賀短期大学 ･（学）立命
館 ･ 京都医健専門学校 ･（学）福田学園　大阪リハ
ビリテーション専門学校など。

ΩϟϦΞΞοϓΛͶΒ͏ ࣾձਓେֶӃੜ
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入学ۚ 1 年次तۀྉ

博士課程前期課程
ຊ学Ԃ出਎ऀ � 862
000
ଞେ学出਎ऀ 2��
��� 862
000

博士課程後期課程
ຊ学Ԃ出਎ऀ �

500
000
ଞେ学出਎ऀ 2��
���

໋ཱؗେ学େ学Ӄ
1年次ର৅੒੷༏लऀ঑学ۚ

ത࢜՝ఔલظ՝ఔʢ�೥࣍ʣʹ͓͍ͯɺڀݚՊ͕
ఆΊͨೖࣜํࢼʹΑΔ߹֨ऀͷ͏ͪ੒੷༏लऀʹ
෇͠·͢ɻڅ

໋ཱؗେ学େ学Ӄ
2年次ର৅੒੷༏लऀ঑学ۚ

ത࢜՝ఔલظ՝ఔʢ�೥࣍ʣʹ͓͍ͯɺ༏लͳֶ
म͓ΑͼڀݚΛ͍ͯͬߦΔऀʹڅ෇͠·͢ɻ

໋ཱؗେ学େ学Ӄ
博士課程後期課程ڀݚ঑ྭ঑学ۚ

ྉΛԉۀ੷Λ༗͢ΔऀͷतۀڀݚΔ༏लͳֶ͢ࡏ
ॿ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ׆ڀݚಈΛ঑ྭ͢Δ͜ͱΛ໨
తͱͨ͠঑ֶۚɻ4ɾ"ɾ#څ෇ͷࡾछͷ঑ֶۚ
͔ΒͳΓ·͢ɻ

˞	学අɺ঑学ۚɺڀݚॿ੒੍౓౳ɺৄ 	͸ɺ͍ͯͭʹࡉ
立命館大学大学院入試情報サイト 検索 ΑΓ	

ʮ2021年4月ೖ学໋ཱؗେ学େ学Ӄೖࢼཁ߲	
ïผ࡭）ʯΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ

ͦͷଞͷ঑学ۚ・ࢧԉ੍౓ ● 立命館大学大学院博士課程前期課程学生学会奨学金
  ● 立命館大学大学院博士課程前期課程研究実践活動補助金
  ● 立命館大学大学院博士課程後期課程学生学会奨学金
  ● 立命館大学大学院学生研究会活動支援制度（前期・後期課程）

େֶӃੜͷ׆ڀݚಈΛόοΫΞοϓ͢ΔͨΊͷଟ༷ͳ੍౓Λઃ͚͍ͯ·͢ɻ

঑ֶۚɾڀݚॿ੒੍౓ʢ˞����೥౓ೖֶੜద༻༧ఆʣֶඅʢ˞����೥౓ೖֶੜద༻༧ఆʣ

εϙʔπ݈߁ՊֶڀݚՊ（⽃⡘ⰼ）

֯

֯

֯

֯

ञҪ

ञҪ

ञҪ

Ӝࢁ

Ӝࢁ

2020年౓4月Ҏ߱ೖ学 （ऀଞେ学ग़਎ऀ）ͷ
ೖ学ۚ͸ɺա年౓ൺ100,000円͕

ΒΕ·ͨ͠ɻ͡ݮ

ҏࡔ

ʮ߹ಉθϛʯൃදͷ༷ࢠ
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Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
運動生理・生化学
Ӎ⚺ז研究ذーو
科学的根拠に基づく心血管疾患リスクの
改善のための運動・栄養摂取の開発

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
スポーツ栄養学
Ӎ⚺ז研究ذーو
様々な対象へのスポーツ栄養学的介入と
その効果の検討

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
コーチング
Ӎ⚺ז研究ذーو
競技力向上のためのスキルに関する研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
生体工学、医用工学、スポーツ工学
Ӎ⚺ז研究ذーو
生体計測とその応用

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
スポーツマネジメント
Ӎ⚺ז研究ذーو
スポーツによるまちづくりとソーシャル
イノベーション、組織の「支援」に関する
研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
運動生理・生化学
Ӎ⚺ז研究ذーو
効率的な筋肥大を目的とした栄養摂取と
運動介入に関する研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
行動遺伝学・行動生理学
Ӎ⚺ז研究ذーو
運動行動とドーパミンシステム系の関係
に関する研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
アダプテッド・スポーツ／臨床哲学
Ӎ⚺ז研究ذーو
だれもが楽しめる身体活動／「ひと」に
ついて

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
トレーニング科学
Ӎ⚺ז研究ذーو
競技力向上や健康増進に有効なトレーニ
ングや疲労回復方法の検証

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
スポーツ健康科学
Ӎ⚺ז研究ذーو
スポーツの競技力向上のためのトレーニ
ング法の開発、健康増進のための身体活
動・運動に関する研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
スポーツ教育学、発育発達学
Ӎ⚺ז研究ذーو
子ども期の動作コオーディネーション能
力の向上に関する研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
応用バイオメカニクス、スポーツ科学
Ӎ⚺ז研究ذーو
スポーツ競技力ならびに日常活動を高め
るための応用バイオメカニクス

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
スポーツ教育学・体育科教育学
Ӎ⚺ז研究ذーو
スポーツ指導における学習者行動の研究
と指導プログラムの開発

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
教育学・大学教育学
Ӎ⚺ז研究ذーو
大学生の学びと成長

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
スポーツ医学、整形外科学
Ӎ⚺ז研究ذーو
足・足関節外科（臨床医学分野）、腱・靱
帯の組織病理研究（基礎医学分野）

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
組織／チーム心理学
Ӎ⚺ז研究ذーو
信頼関係の崩壊と修復、ビジョン浸透と
その機序に関する研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
運動生理・生化学
Ӎ⚺ז研究ذーو
健康増進や競技力向上のための運動・栄
養処方の開発

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
心理言語学
Ӎ⚺ז研究ذーو
言語理解や習得のプロセスについての研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
運動処方、応用健康科学
Ӎ⚺ז研究ذーو
生活習慣病予防のための運動処方開発に
おける科学的根拠の構築

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
経営学／スポーツビジネス
Ӎ⚺ז研究ذーو
ケーススタディによる優れたプロスポー
ツのビジネスモデル研究

Ӎ㼔Ꟍⴓꅿ
バイオメカニクス、バイオサイバネティ
クス
Ӎ⚺ז研究ذーو
人体の運動制御のメカニズムに関する研
究、運動機能向上のための工学的支援

Ոޫ�ૉڭ�ߦत��˔

Ԙᖒ�੒ڭ�߂त��˔ ௕ੵ�ਔڭ�त��˔

Ԭຊ�௚ًڭ�त��˔ޙ౻�Ұ੒ڭ�त��˔ ւ࿝ٱ�ඒڭ�ࢠत��˔

ాാ�ઘڭ�त��˔ तڭ�।࢚ݑ�ా্

௕໺�໌ڭ�لत��˔ ˔��तڭ�૱�ా౻ ଜ্�੖߳ڭ�त Ӭ඿�໌ࢠ�।ڭत��˔ڮຊ�݈ڭ�ࢤत��˔ ༞ഢ�ರ࢙�।ڭत

ҏࡔ�஧෉ڭ�त��˔

˔��तڭ�࢘�༃ݪࣰ ˔��तڭ�Ӝ�Ұอࢁ

ՏҪږ��।ڭत

ਅా�थٛڭ�त��˔ छాࢠ�য়ڭ�त

େ༑�ஐڭ�त��˔

●：博士課程後期課程で研究指導担当可

෼͔ࢠΒώτ·ͰΛՊֶ͠ɺ
ͮ߁݈ Γ͘ʹ Δ͢ݙߩ
ӡಈɾӫཆઁऔͷํ๏Λ։ൃ͢Δ

ੜମܭଌٕज़Λ
εϙʔπɾ݈߁ɾҩྍ෼໺ʹԠ༻

ਓͱεϙʔπͱࣾձͷ
ΛσβΠϯ͠܎ؔ ɺ
৽͍͠ະདྷΛ૑଄͢Δ

εϙɻ πࢦಋऀΒͷ
ͮجʹݧܦ ಋ๏Λࢦ͘
Պֶతʹ͢ূݕΔ

͔Βͩͷ lϞʔλʔzͰ͋Δ
ԽΛͭ͏͡ੑ׆೑ͷے ͨ
ӡಈػೳͷ্޲ͱ݈૿߁ਐ

ώτͷʮߦಈʯͷϝΧχζϜΛ
Ҩ఻ֶ͔ΒߦಈՊֶΛ௨ͯ͠ղ໌͠ɺ
ਓʑͷ݈ͮ߁ Γ͘Λࢧ Δ͑

Λ͠ݾࣗ ΔɾଞऀΛ͠ Δɻ
͢΂ͯ͸ʮߟ Δ͑ʯ͔ Β࢝·Δɻ

͠༺׆৽ͷτϨʔχϯάՊֶΛ࠷ ͨ
߹ཧతͳτϨʔχϯάํ๏Λ
ੈքʹൃ͚ͯ޲৴͢Δ

ΞεϦʔτ͔ Βऀྸߴ·Ͱ
ʮεϙʔπӫཆֶʯͰ
ਓʑͷ৯ͱ݈߁Λࢧ Δ͑

λόλτϨʔχϯά ΑʹΔ
εϙʔπ্޲ྗٕڝͱ
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ൃҭൃୡʹؔ͢Δ
஌ڭ͍ͨͮجʹݟҭΛ௨ͯ͡ɺ
Ͳ΋ͨࢠ ͪͷະདྷΛ୓͘

ʮಈ ʯ͘਎ମͷϝΧχζϜΛ
Պֶతʹղ໌͠ɺ
ϋΠύϑΥʔϚϯεͱ
ϋΠΞΫςΟϒΛ࣮͢ݱΔ

εϙʔπই֐ͷ࢓૊ΈΛղ໌͠ɺ
ΞεϦʔτΛই͔֐ΒकΔ

νʔϜΛϚωδϝϯτʂ
ޮՌతͳϦʔμʔγοϓͱ
ϑΥϩϫʔγοϓΛ୳Δ

ਓ͸ͲͷΑ͏ ʹֶͼɺ੒௕͍ͯ͘͠ ͷ͔
ʮ੒௕ʯΛՊֶ͠ɺ
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ઢͷಈ͖͔Βɺࢹ
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ϦʔμʔʹͳΔ
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ϓϩάϥϜΛʮ։ൃʯ͢ Δ

਎ମӡಈͷ࢓૊ΈΛཧղͯ͠ɺ
ύϑΥʔϚϯεͷ͢ݙߩʹ্޲Δ

教員紹介

਎ମӡಈՊֶ
ྖҬ

εϙʔπ
ਓจࣾձՊֶ
ྖҬ

教員が獲得した外部資金（2019年7月調査）

ᶃडୗ研究
⟰業なוの学外堣ꟼַらの暴定課겗にꟼする研究㨻鎶

��݅　໿�ԯԁ

ᶄڞಉ研究
⟰業なוの学外堣ꟼとのⰟ同研究

1�݅　໿2
�00ສԁ

ᶅ঑学دෟۚ
侄肪研究の酡⸔を目涸とした㺔꣡ꆃ

�݅　໿��0ສԁ

ᶆ科学研究අ
倜鋉・竰竲課겗⥂剣⟝数

2�݅　໿�
�00ສԁ

਺ࣈͰݟΔ
スポーツ健康科学෦・研究科ͷ�
研究ྗ

ʮจཧ༥߹ʯΛ͛ܝΔຊ研究科Ͱ͸ ਎ମӡಈ科学 ͱ スポーツਓจࣾձ科学 ͦΕͧΕͷྖҬͰɺ͍ߴ研究ྗͱ๛෋ͳڭҭ࣮੷Λڭͭ࣋һ͕ஸೡͳࢦಋΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ



立命館大学
びわこ・くさつキャンパス
（BKC）

専攻 入試方式 実施年月 出願期間 試験日 試験予備日 合格発表日 第1次手続期間 第2次手続期間

スポーツ健康科学

一般
	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）

	 2/24（水）	〜	3/10（水）

	 2021年	 2月 	 1/6（水）	〜	 1/20（水） 2/7（日） 2/13（土） 2/24（水） -

社会人
	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）
	 2021年	 2月 	 1/6（水）	〜	 1/20（水） 2/7（日） 2/13（土） 2/24（水） -

外国人
留学生

	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）
	 2021年	 2月 	 1/6（水）	〜	 1/20（水） 2/7（日） 2/13（土） 2/24（水） -

学内進学
	 2020年	 7月 	 5/27（水）	〜	 6/10（水） 7/5（日） 7/12（日） 7/22（水） 	 7/22（水）	〜	 8/5（水）
	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）

専攻 入試方式 実施年月 出願期間 試験日 試験予備日 合格発表日 第1次手続期間 第2次手続期間

スポーツ健康科学

一般
	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）

	 2/24（水）	〜	3/10（水）
	 2021年	 2月 	 1/6（水）	〜	 1/20（水） 2/7（日） 2/13（土） 2/24（水） -

社会人
	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）
	 2021年	 2月 	 1/6（水）	〜	 1/20（水） 2/7（日） 2/13（土） 2/24（水） -

学内進学 	 2020年	11月 	 10/7（水）	〜	10/21（水） 11/14（土） 11/21（土） 12/2（水） 	 12/2（水）	〜	12/16（水）

博士課程前期課程 25名／博士課程後期課程 8名
※入学定員は、各課程の全入試方式の募集人数を合わせたものです。

立命館大学大学院　スポーツ健康科学研究科　2021年度入学試験日程

Q&Aアドミッション・ポリシー

お問い合わせ先	 	スポーツ健康科学部事務室
	 〒525-8577 滋賀県草津市野路東1丁目1-1 
 びわこ・くさつキャンパス インテグレーションコア2 階
 TEL. 077-561-3760（直通）

事務室窓口時間	  ＜電話・窓口＞ 土日祝を除く10:00〜11:30、12:30〜17:00（開講期間外は13:00〜17:00） 
 ※一斉休業期間中は、電話や窓口での質問、相談は受け付けられません。 
 ＜メール＞ spoken3@st.ritsumei.ac.jp（研究科担当宛）

入学試験・研究科の
詳細はホームページまで

スポーツ健康科学部・同研究科ブログ
「あいコアの星」

立命館大学大学院入試情報サイト

スポーツ健康科学研究科ホームページ

http://www.ritsumei.ac.jp/gr/

http://www.ritsumei.ac.jp/gs_shs/

http://www.ritsumei.ac.jp/shs/blog/

入学定員

博士課程
前期課程

博士課程
後期課程

Q1

Q2

Q4

Q3

Q5

A1

A2

A4

A3

A5

スポーツ経験者や理系出身者でなくても入学可能ですか？

入学試験は、いつ実施されますか？
入学試験の方式と試験科目は何がありますか？

社会人対応のカリキュラムはありますか？

入試の過去問題は公開していますか？

どのようなキャリア支援が受けられますか？

所属・出身学部や、スポーツの競技経験は問いません。スポーツ健康科学分野における研
究に強い意欲を有する方を募集します。ただし、後期課程では、スポーツ健康科学分野に
おける研究実績や修士論文などの提出を要します。

本研究科の入学時期は4月のみです。入学試験の日程および入試方式、試験科目などの詳細
は、入学前年度の5月頃に「立命館大学大学院入試情報サイト」で公表される入学試験要項
をご確認ください。

スポーツ健康科学の基礎的素養を備え、総合的・学際的な教育・研究を通じて、社会
の発展に貢献することができるために、以下のような事について学術的な興味を持ち、
得た知識を社会に広く還元したいという意欲を持つ人材を求めます。

【博士課程前期課程】

＜関心・意欲＞
1. スポーツ健康科学の社会的な諸課題の解決について、強い関心を有する者。

2. 総合的・学際的なアプローチを用いて新たな研究分野を切り開こうとする者。

3. 理論と実践を通じた研究活動を展開し、社会に還元する意欲のある者。

＜基礎的素養＞
1.  スポーツ健康科学を構成する学問の基礎知識を有し、論述、口述などにより、

自らの考えを論理的かつ明快に表現できる。

2.  スポーツ健康科学に関連した記事・論文等の英文読解力、ライティング力を備
えているか、英語に関する基礎的な力を有する。

3. スポーツ健康科学に関連した現場での実践経験を有する、もしくは関心がある。

【博士課程後期課程】
1. スポーツ健康科学に関わる確かな知識と基礎的な研究能力を有する者。

2.  新たな学術領域や複合領域を開拓するとともに、研究成果を実際に応用する意
欲や独創性ある研究を進める意欲を持った者。

本研究科では、入学試験の区分に関係なく同一のカリキュラムで学習・研究を進めること
になります。授業は、基本的に月〜金曜日の9：00〜19：30（前期課程）、18：00〜21：10（後
期課程）の間で行います。

過去2年分の問題を「立命館大学大学院入試情報サイト」（※トップ→入試情報→過去の入
試問題）で公開しています。 ただし、著作権の都合上、公開できない問題もありますので
ご了承ください。

本学キャリアセンターと連携し、学生の社会観・職業観育成、社会における力量形成など
を主眼においたキャリア支援を行っています。また、大学院生に特化したキャリア形成とキャ
リアパスの構築を支援するために、「大学院キャリアパス推進室」を設置しています。

※ 災害等により「試験日」に入学試験を実施できないと大学が判断した場合のみ、「試験予備日」に入学試験を延期します。

※ 「試験予備日」に入学試験を延期する場合は「Ritsu-Mate」で告知します。不測の事態により急遽延期になる場合
もありますので、試験日が近づきましたら、こまめに確認するようにしてください。




